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1．清民国期の銭会
　伝統中国社会の経済史、特に金融史の研究において資金の調達に関して、典當業が注目され、
主に都市の社会経済生活における役割を中心に研究されてきた
1
。しかし前近代農村社会におけ
る生産と経営、特に資金のやりくりは、いかに行なわれたのかは、資料が少なく中国ではほとん
ど研究されてこなかった。
　伝統中国の農村社会において、実際一般の人々にとって、日常の生活と生産の中で冠婚葬祭、
病気、親戚と近隣との「互酬」、歳時に応じる行事の支出と生活施設・用品の確保、生産と経営
における最低限の投資と運営、及び納税等々を行なうなどに現金は必要不可欠である。農民に
とって現金の獲得は、商品の交換を除いては、一般的に貸し借りによってのみ得られる。しかし
農村社会において、典當業などは一般の人々がたまに利用するものの、経常的に利用しがたい。
なぜなら典當業者を利用する場合には、担保のあることが、融資の前提となる。個人的貸し借り
は、利息を取る場合もあったが、通常的には個人や家族の信用および人間関係の「互酬」が重要
な条件であった。
　実際文献資料を見ると、明清時代の徽州には、経常的に親戚や近隣との個人的な貸し借りを
利用するほか、社会内部から様々な救済、共済の形式と制度を生み出している。その中で銭会
は、遅くとも16世紀以来、社会経済生活の中で重要な役割を果たした共済組織である。銭会と
は、様々な名称がある民間社会の金融共済の組織であり、民間の習慣から生み出した一種の金融
制度である
2
。
　16世紀から20世紀にかけて徽州地域の銭会の多くは、10人前後の参加者を持ち、10年前後を
一つのサイクルとする小規模の金融共済組織であり、農村社会において、会員の出資額と会全体
の資金額の規模は、それほど大きくはなかった。しかし、康熙年間の詹元相の『畏斎日記』、お
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よび『乾隆休寧黄氏家用収支帳』、『光緒拾八年宇記会簿』の記載によれば、個々の人は様々な目
的で各々の名前を持つ銭会を作ったり、参加したりしていた
3
。しかも一人、また家族のそれぞ
れが状況によって同時に多くの銭会に参加する場合もあった。
　農村社会における銭会は、郷村社会において叢生していたが、こうした小さい規模の組織に関
する詳細の記載はあまりない。徽州は、様々な文献資料を多く残っている地域として、銭会につ
いて、「会書」（印刷物と手書き）も多少残っている。
2．徽州農村社会における銭会文書例
　以下、徽州地域の「銭会」文書例を紹介してみたい。
（1）「万暦五（1577）年汪于祜等会約」
龍源汪于祜今会到十人名下会紋銀五十両整、其銀照依盤旋会、毎月毎両加利弐分、約至本
年候杉木出水発賣之日、将銀照依月数、本利一並算還、不致少欠、所有十人名数並銀数開
具于後。今恐無憑、立此会約為照。
計開
汪于衽　五両正　　汪徳彦　五両正　汪必振　弐両伍銭正　汪必暉　拾両正　饒（五両
正？）　汪必晟　五両正　汪必昂　五両正　汪必晫　五両正　謝世章　五両正　汪棠　弐
両伍銭正
会正
汪必勲（押）　係必勲天平天理人心馬子兌
汪必穜（押）　
汪柯（押）
万暦五年二月二十五日立会約人汪于祜（押）
4
　汪于祜は、会首として、何らかの理由で十人（十股）に説得し、銭会に加入させ、十人（十股）
から銀五十両を集めていた。その十人（十股）は資金の貸借者であり、貯金者でもある。汪于祜
の資金の運用については明記されていないが、月に二パーセントの利息が付いている。返還計画
としては杉の販売所得を、融資の元金と利息の支払いに当てている。汪于祜が作った会は、輪番
で資金を集められていた加入者が相互に融資する形態ではなく、銭会の中で「抜会」や「単刀
会」と言われる、一人で資金を集めるような形態であり、それは利息で融資者に補償するもので
あった。この融資の信用を保証するために、三人の「会正」、即ち中見人（保証人）が立てられた。
（2）「康熙五十四（1715）年何我占会規」
康熙五十四年十一月二十日　首会　何我占
会証　観廷
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一議、会期毎年十一月五日付揺、風雨不移。
一議定、揺会無論全色点大者、儘前不儘後。
一議定、平係足九八色、係爪紋。
一議、毎会設席弐桌、扣銀弐両四銭。
一議、此会公揺、不譲不押不欠。
一議定、揺得会之時、当即交清、会外之帳不得在会内消算。
一議、会証毎次酬資參星。
首会毎位出銀拾五両、共成壱百五十両、付首会収。
第二会、首会出銀十八両、未得十友各出十三両弐銭。
第三会、已得者各出銀十八両、未得九股各出十弐両陸銭陸分七厘。
第四会、已得者各出銀十八両、未得八股各出十弐両。
第五会、已得者各出銀十八両、未得七股各出十壱両壱銭四分三厘。
第六会、已得者各出銀十八両、未得六股各出十両。
第七会、已得者各出銀十八両、未得五股各出八両四銭。
第八会、已得者各出銀十八両、未得四股各出六両。
第九会、已得者各出銀十八両、未得三股各出弐両。
第十会、已得者各出銀十八両、未得二股不付、余利銀十二両公分。
第十一会、已得者各出銀十八両、未得一股不付、余利銀十二両公分。
末会、已得者各出銀十八両、未得者不付、余利銀三十両公分。
余利分例
首会与二三両会不分余利
四会分余利銀四両　五会分余利銀五両
六会分余利銀七両　七会分余利銀七両
八会分余利銀七両　九会分余利銀五両
十会分余利銀四両　十一会分余利銀三両
会友台甫列左
坤含老姪
呉爾嘉翁　呂永清兄　　合　　　四会
程肇敏兄　江虞載表弟　　合
呉以千表弟　洪尭章兄　　合
胡済遠表弟　　　　　　　　　　三会
彤耀尊叔　　　　　　　　　　　二会
源順寶店　　　　坤含頂
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為吉老姪
雅存老姪　　呉其藩兄頂　　　五会
覲廷老姪孫
5
　この銭会は、何我占が会首として作られたものであり、一年を一つの会期にしており、会員の
得会の順番は、集会の時にサイコロの点数で決められていた（これを「揺会」という）。会員は、何我
占を含め十六人であった。その中で源順寶店と雅存が何らかの理由で坤含と呉其藩が代理となっ
ている。呉爾嘉と呂永清、程肇敏と江虞載、呉以千と洪尭章は、それぞれ一つの股份を有して
いた。また、源順店の代理人坤含も、もう一つの股份を持っていた。会員の呼称から見れば、会
員は、会首の同族、親戚、友人或は知合いであるが、この銭会の中の経済的地位は平等であった。
この会書には徽州地域における銭会の典型的な特徴が浮き彫りにされている。この「銭会」は、
万暦五年の会書と同じように、「会証」という手段も用いられていた。会証の中見人・潜在的な
紛争の調停人の役割は、重要視されており、毎年会合を行なう際に銭会から三銭の報酬をもらっ
ていた。
（3）「至公六会扣本便応算清書」
首会不出銀､後十人各出乙両、共合十両付首会領。
第二会、首会応弐両、後九人各応出八銭八分九厘、共合十両付二会領。
第三会、首会二会各応弐両、後八人各応出七銭五分九厘、共合十両付三会領。
第四会、首会二会三会各応弐両、後七人各応出五銭七分乙厘四毛、共合十両付四会領。
第五会、首会二三四会各応弐両、後六人各応出三銭三分三厘、共合十両付五会領。
第六会、首会二三四五会各応弐両、共合十両付六会領。
第七会、首会応弐両、二会応乙両六銭、三会応乙両乙銭乙分、四会応弐両、五会応乙両二
銭九分、六会応二両、共合十両付七会領。
第八会、二会応弐両、三会応乙両二銭、四会応九銭、五会六会各応弐両、七会応乙両九銭、
共合十両付八会領。
第九会、三会応弐両、四会応五銭、五会応乙両五銭、六七会各応弐両、共合十両付九会領。
第十会、四会応弐両、五会応六銭七分、六会応乙両三銭三分、七八九会各応弐両、共合十
両付十会領。
末会、五会応乙両三銭三分、六会応六銭七分、七八九十会各応弐両、共合十両付末会領。
首会 二会 三会 四会 五会 六会 七会 八会 九会 十会 末会
一 得 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
二 2 得 0,889 0,889 0,889 0,889 0,889 0,889 0,889 0,889 0,889
三 2 2 得 0,75 0,75 0,75 0,75 0,75 0,75 0,75 0,75
四 2 2 2 得 0,5714 0,5714 0,5714 0,5714 0,5714 0,5714 0,5714
五 2 2 2 2 得 0,333 0,333 0,333 0,333 0,333 0,333
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六 2 2 2 2 2 得
七 2 1,6 1,11 2 1,29 2 得
八 2 1,2 0,9 2 2 1,9 得
九 2 0,5 1,5 2 2 2 得
十 2 0,67 1,33 2 2 2 得
十一 1,33 0,67 2 2 2 2 得
会員
出資
総額
12 12,6 12,199 12,039 12 11,11 10,22 9,5434 7,5434 5,5434 3,5434
　「至公会」の作られた時期は、明記されてないが、出資の基準となる貨幣の年代から見れば、
清代のものであると推測できる
6
。
　「至公会」は十一人（股）からなり、共済の金額は銀十両である。会員の出資金の総額は、得会
の順番によって決めており、首会から第七会までの出資金の総額は銭会から得た金額を超え、八
会から十一会までの会員の出資金の総額は、銭会から得た金額より少なかった。十一回目に得会
した会員の出資金の総額は銀四両分足りなかった。つまり、先に得会した会員（六会まで）は、後
に得会した会員に利息を支払っていたと言える。ただ、支払った利息の数は、首会が一番多いと
は言えない。
（4）「中華民国戊辰（1928）年夏嘉生会簿」
（序言）嘗聞緩急相済、良友之深情、利益均沾、懿親之盛誼。生承先人遺業、勉力経営。
毎逢財政支絀、周旋未便、茲蒙親友玉成一会、分為十份、共合銀洋五百元正、訂定十個月
一転、以得会之先後為付会之等差、褒多益寡、集腋成裘、惟願和衷共済、始終如一。生忝
居首会、受恵孔多、用誌数語、弁諸簡端、以矢銘感。所有会規開列於後。
中華民国戊辰年七月二十日立　　首会夏嘉生謹識
「会例」：
一、本会組成、除首会外、共計十会、由各会友先自認定得会次序、故定名曰坐会。
一、本会定総会簿一本、帰首会掌之、凡与会者各存一本、以資執照、会簿後幅、会友各自
簽名蓋章、以示慎重。
一、首会応付毎会銀洋、須照得会人原付数目按期類推。
一、首会照次序認定応付外、各会友亦照認定坐得之期数目、応付到底。
一、会友得会時、応覓会中二人作保、嗣後如有会洋未斉、倶向保人負責。
一、毎届会期、首会須於十日前柬邀各会友、不得無故延誤。如有特別事故、亦応倩人作代、
或将銀洋預交首会、若果遷延不到、其已得会者由保人填付、未得会者由首会代墊。
一、会友交付会洋均須現款、不得以本票作抵、如有未到期之行票、亦応照市貼水、以外昭
公允。
一、会友到会時、須各自携同分会簿、俾得会友注填蓋章。
一、会友平日往来款項、不得会内抵付過劃。
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一、会友於得会後、応在総会簿注明某年月日得会洋若干元、並須蓋章画押、以資憑証。
「毎期応付会款数目」
第一期 首会 夏嘉生
第二期 応付洋七十二元五角 周煥章
第三期 応付洋六十七元五角 周暻章
第四期 応付洋六十二元五角 周張氏
第五期 応付洋五十七元五角 周祖沛
第六期 応付洋五十二元五角 周煥章
第七期 応付洋四十七元五角 周銘俊
第八期 応付洋四十二元五角 周銘俊
第九期 応付洋三十七元五角 周祖沛・葉廷柄
第十期 応付洋三十二元五角 石永福
第十一期 応付洋二十七元五角 荘順元
以上共合成洋五百元正。
「各会定期得会洋数目」
7
第一会 首会坐得洋五百元 戊辰（1928）年七月二十日
第二会 坐得洋五百元 己已（1929）年五月二十日
第三会 坐得洋五百元 庚午（1930）年三月二十日
第四会 坐得洋五百元 庚午（1930）年十二月二十日
第五会 坐得洋五百元 辛未（1931）年十月二十日
第六会 坐得洋五百元 壬申（1932）年八月二十日
第七会 坐得洋五百元 癸酉（1933）年閏五月二十日
第八会 坐得洋五百元 甲戍（1934）年三月二十日
第九会 坐得洋五百元 乙亥（1935）年正月二十日
第十会 坐得洋五百元 乙亥（1935）年十一月二十日
第十一会 坐得洋五百元 丙子（1936）年：有閏月八月二十日
　　　　　　　　 無閏月九月二十日
　以上の資料によれば、夏嘉生は、民国十七年（1928）に経営の資金を賄うためにこの会を作った。
会員の出資金の総額は五百元であり、利息は付いていないようである。これは、親戚友人の間
で相互に融資する共済的な銭会である。得会の順番は、会員の意思によって決まる「坐会」とい
うやり方である。会員の中の周煥章と周銘俊は、会の十ある股份の中にそれぞれ二つの股份を持
ち、周祖沛は一つの股份を持ちながら葉廷柄と一つの股份を共有していた。この会の基礎は、長
い間にわたって築かれてきた信頼関係にあったが、会員の権利と義務、義務の不履行に対する罰
則、退会についての処理方法といった具体的な運営については詳細な規則を設けている。会の合
理性や会員たちの契約或は合意に法律的に効力をもたせるために、首会の夏嘉生は、契約税を払
う形で地方政府の承認をもらっていた。会簿の見返しに貼ってある「民国政府印花税票」は、こ
うした金融的会組織、特に集金額の多い会組織の運営が単なる慣習というだけに止まらず、法律
にも適応した行動であったことを示している。
3．銭会文書と経済史研究
　銭会は、農業を中心とする伝統的中国社会における、農村金融が十分に発達していない状況
の下で、地域社会内部から生み出された相互扶助（金融救済）・相互融資の組織形態であった。以
上の文書例から見れば、それぞれの銭会の具体的規則と運営の形式が様々である。会首・会員の
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権利と義務、出資と得会（資金を集める権利）、会のサイクルなどは、大きな側面から見れば共通性
がある。しかし個々の銭会組織は、会員間の相互関係、出資と得会の順番、出資額、貯金機能の
有無から見れば、それぞれ異なっていることは明らかである。会首が親戚と近隣、友達を勧誘し、
銭会を作る基礎は、一定の経済利益（貯金）と社会利益（互酬と相互扶助）にあるが、会員と会首の間
の信用関係も重要である。即ち「会規」のほか、銭会は、主に会員間の相互的信頼関係、個々の
会員と会首との間の信頼関係を通じて保証されていた。
　融資金額の少ない個々の銭会は、金融機能は小さいが、徽州農村社会において、人々は、広
く存在したこうした組織に複数加入していた。したがって銭会は、人々の日常的な生産と経営に
とって貴重な存在であった。しかも、銭会組織は社会保障の機能を持つだけではなく、地方社会
の秩序形成と人間関係の維持などの社会経済的機能の面でも決して無視できない。
　銭会は、徽州地域以外の広い地域にも見られた共済的な金融組織であり、農業を基本的な生計
手段とする、また、農村の金融業が発達していない伝統的中国社会の中で生活する人々の生産と
生活に、重要な役割を果していた。そして、それはさらに都市に広がって、近代的な銀行制度に
影響を与えていった。このような銭会組織の関連資料を幅広く集め、系統的研究を行なうのは、
伝統中国農村社会の経済活動と日常生活の基本特徴を解明する際に非常に重要な課題である。
［注］ 
＊： この報告書は2003年2月20日に21世紀COEプログラム「在地固有文書班」に行なった口頭報告の整理で
ある。徽州地域における銭会の状況と社会的な意義について、拙著『清代徽州地域社会史研究』（汲古書院、
2003年2月）第二章及び拙稿「村落社会における『銭会』―清民国期の徽州地域を中心として―」（『明代
史研究会創立三十五周年記念論文集』汲古書院、2003年7月）を参照。
1 近年の研究は、劉秋根『中国典當制度史』上海古籍出版社、1995年、劉秋根『明清高利貸資
本』社会科学文献出版社2000年を参照。
2 銭会について以下のような研究を参照。
 王宗培『中国之合会』（中国合作学社、1931年）、楊西孟『中国合会之研究』（商務印書館、
1934年）、梁治平『清代習慣法　社会与国家』（中国政法大学出版社、1996年）、110～ 120頁、
曹競輝『合会制度之研究』（聯経出版事業公司、民国六九年・1980年）、渋谷裕子「徽州文書
にみられる『会』組織について」（『史学』67巻１号、1997年）などがある。
3 劉和恵が整理した『畏斎日記』（『清史資料』第四輯、中華書局、1983年）、『乾隆休寧黄氏家
用収支帳』（王鈺欣・周紹泉氏編『徽州千年契約文書（清民国編）』第8巻１～ 267頁）を参照。
『光緒拾八年宇記会簿』は筆者所蔵。
4 王鈺欣・周紹泉編『徽州千年契約文書（宋元明編）』第3巻31頁。
5 この文書は中国社会科学院歴史研究所所蔵。
6 この会書は筆者所蔵。
7 この会書は筆者所蔵。
